


スポーツ現場における脳振盪の評価 

以下の症状や身体所見がひとつでも見られる場合には、脳振盪を疑います。 

1．自覚症状 

以下の徴候や症状は、脳振盪を思わせます。 

意識消失 素早く動けない 

けいれん 霧の中にいる感じ 

健忘 何かおかしい 

頭痛 集中できない 

頭部圧迫感 思い出せない 

頚部痛 疲労・力が出ない 

嘔気・嘔吐 混乱している 

めまい 眠い 

ぼやけてみえる 感情的 

ふらつき いらいらする 

光に敏感 悲しい 

音に敏感 不安・心配 

２．記憶 

以下の質問（競技種目によって多少変更してもか

まいません）に全て正しく答えられない場合には、

脳振盪の可能性があります。 

「今いる競技場はどこですか？」 

「今は前半ですか？後半ですか？」 

「最後に得点を挙げたのは誰 

（どちらのチーム）ですか？」 

「先週（最近）の試合の対戦相手は？」 

「先週（最近）の試合は勝ちましたか？」

３．バランステスト 

「利き足を前におき、そのかかとに反対の足

のつま先をつけて立ちます。体重は両方の

足に均等にかけます。両手は腰において目

を閉じ、２０秒のあいだその姿勢を保ってくだ

さい。よろけて姿勢が乱れたら、目を開いて

最初の姿勢に戻り、テストを続けてくださ

い。」 

 

目を開ける、手が腰から離れる、よろける、倒れるな

どのエラーが２０秒間に６回以上ある場合や、開始

の姿勢を５秒以上保持できない場合には、脳振盪を

疑います。 

 

脳振盪疑いの選手は直ちに競技をやめ、専門家の評価を受けましょう。 

ひとりで過ごすことは避け、運転はしないでください。 

Pocket SCAT2（Concussion in Sports Group, 2009）を一部改変 

監修：日本神経外傷学会 日本臨床スポーツ医学会
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